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西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
な
ら
び
に
組
合
員
皆

様
に
は
、
平
素
よ
り
町
政
に
深
い
御
理
解
と
御

協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
は
、
去
る
五
月
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
町
長

選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
地
域
の
皆
様
を
は
じ
め

各
方
面
の
方
々
に
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
、
奥

多
摩
町
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
町
民
の
声

を
大
切
に
し
、
町
民
に
よ
る
町
民
の
た
め
の
行

政
運
営
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

奥
多
摩
町
は
、
平
成
二
十
七
年
度
を
初
年
度

と
す
る
第
五
期
奥
多
摩
町
長
期
総
合
計
画
の
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
、 

「 

人 

森
林(

も
り)  

清
流 

 

お
く
た
ま
魅
力
発
信 

！ 

」 
 

 

 

全
体
計
画
の
整
備
延
長
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

う
ち
、
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
完
成
し
、
残
す
と

こ
ろ
「
丹
三
郎
工
区
」
の
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と

な
り
全
線
開
通
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。 

 

昨
今
、
世
界
中
で
感
染
が
拡
大
し
て
い
る

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
か
ら
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
、
東
京
都
を
含
む
七
都
道
府
県
が
対
象
地
域

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
新
た
な
危
機
や
自
然
災
害
の
対

応
に
全
力
で
取
り
組
み
、
住
民
皆
様
の
「
安
全
」 

と
「
安
心
」
の
確
保
に
努
め
る
考
え
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

 

貴
組
合
に
は
、
今
後
と
も
更
な
る
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
、 

貴
組
合
並
び
に
会
員
各
企
業
の
益
々
の
御
発

展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。 

 

～
住
み
た
い 

住
み
続
け
た
い 

 

み
ん
な
が
支
え
る
癒
し
の
ま
ち 

奥
多
摩
～ 

と
し
て
、
豊
か
な
森
林(

も
り)

と
清
流
の
中
で
自

然
と
共
生
す
る
多
く
の
魅
力
に
包
ま
れ
た
、
住

む
人
と
訪
れ
る
人
が
癒
さ
れ
る
街
づ
く
り
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。 

 
昭
和
三
十
年
代
か
ら
、
東
京
都
に
対
し
奥
多

摩
町
が
整
備
を
要
望
し
て
き
ま
し
た
「
多
摩
川 

南
岸
道
路
」
は
、
平
成
五
年
度
か
ら
「
海
沢
工

区
」
の
工
事
に
着
手
し
、
平
成
二
十
七
年
五
月 

の
「
城
山
工
区
」
の
開
通
に
よ
り
、
国
道
四
一

一
号
線
の
バ
イ
パ
ス
路
線
と
し
て
の
機
能
が
確 

保
さ
れ
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
交
通
渋
滞
の
緩
和

や
災
害
時
の
迂
回
路
と
し
て
の
利
用
が
可
能
と

な
り
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

STOP！熱中症 クールワークキャンペーン （職場における熱中症予防策） 

― 熱中症予防対策の徹底を図る ― （令和２年５月１日～９月３０日）      
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/000016133.html  参照 

就
任
の
ご
挨
拶 

 
 

 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合 

総
務
委
員
長 

 

宮 

﨑 
 

一 
二 
三 

 

こ
の
度
、
総
務
委
員
長
に
就
任
致
し
ま
し
た

有
限
会
社
宮
﨑
土
木
の
宮
﨑
と
申
し
ま
す
。
前

期
に
引
き
続
き
総
務
委
員
長
と
い
う
大
役
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
設
立
７
０
周
年

を
迎
え
節
目
と
な
る
組
合
活
動
に
対
し
、
更
な

る
事
業
の
推
進
に
尽
力
で
き
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的

な
流
行
の
中
、
第
５
４
回
通
常
総
会
を
規
模
縮

小
と
い
う
形
で
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

自
粛
の
中
に
お
い
て
も
や
れ
る
べ
き
事
は
推

し
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
難
し
い

舵
取
り
を
迫
ら
れ
る
船
出
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。 

 

現
在
で
は
『
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
』
の
掛
け
声
に

合
わ
せ
、
日
々
変
化
す
る
情
報
に
対
応
し
な
が

ら
新
た
な
活
動
体
制
を
準
備
し
て
い
か
な
け

れ
ば
、
何
も
活
動
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
の
が

現
状
か
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
の
度
の
総
務
委
員
活
動
に
際
し
ま
し
て
、

他
の
事
業
・
災
害
対
策
・
広
報
の
各
委
員
会
と

連
携
し
、
こ
の
コ
ロ
ナ
渦
中
に
お
い
て
も
よ
り

実
質
的
な
活
動
が
実
現
で
き
る
よ
う
協
力
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
本
年
度
事
業
計
画
に
お
い
て
、
災
害

対
策
組
織
の
強
化
及
び
近
隣
組
織
と
の
連
携

や
社
会
貢
献
等
の
後
方
の
拡
充
等
を
掲
げ
て

お
り
、
活
動
の
公
共
性
、
公
益
性
に
お
い
て
現 

在
の
協
同
組
合
か
ら
一
般
社
団
法
人
化
へ
の

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
よ
り
具
体

的
な
内
容
と
な
る
よ
う
試
み
る
計
画
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
建
設
業
を
取
り
巻
く
環
境
の

大
き
な
変
化
に
対
し
、
早
い
情
報
収
集
と
適
切

な
対
応
力
が
迫
ら
れ
る
中
、
当
組
合
の
新
し
い

形
で
の
活
動
が
会
員
の
皆
様
に
よ
り
良
い
事

業
活
動
と
な
る
よ
う
努
力
致
し
ま
す
の
で
、
皆

様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

就
任
ご
挨
拶 

 
 

 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合 

 

広
報
委
員
長 

大 

舘 

貴 

之 

 

本
年
７
月
に
発
生
し
た
、
熊
本
県
を
中
心
と
す
る

「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
」
に
よ
り
被
災
さ
れ
た

み
な
さ
ま
に
、
こ
こ
ろ
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。 こ

の
た
び
、
広
報
委
員
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
大

舘
建
設
工
業
株
式
会
社
の
大
舘
と
申
し
ま
す
。 

前
期
ま
で
は
、
事
業
委
員
を
４
期
努
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
広
報
委
員
は
初
め
て
の
委
員
会

で
委
員
長
に
任
命
さ
れ
、
身
を
引
き
締
め
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

委
員
も
改
変
さ
れ
、
２
人
の
副
委
員
長
と
４
人
の

委
員
と
私
の
７
人
で
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る

メ
ン
バ
ー
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

今
期
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止
が
相
次
ぐ
な
か
、
取
材
、
広
報

活
動
な
ど
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
こ
と
も
沢
山
あ

り
そ
う
で
す
が
、
今
ま
で
以
上
に
組
合
内
外
に
目
を

向
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

当
委
員
会
で
は
、
組
合
員
皆
様
の
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
、
技
術
力
の
向
上
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
す
る
た

め
に
、
西
建
協
だ
よ
り
に
、
助
成
金
の
ご
案
内
、
資

格
取
得
の
案
内
、
経
営
講
習
会
、
労
働
安
全
、
技
術

者
講
習
会
な
ど
に
関
す
る
お
知
ら
せ
や
組
合
の
活

動
報
告
な
ど
を
引
き
続
き
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
若

い
メ
ン
バ
ー
の
発
想
に
よ
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た

新
し
い
広
報
活
動
、
新
し
い
西
建
協
だ
よ
り
に
も
ト

ラ
イ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

我
社
も
昨
年
の
台
風
１
９
号
に
よ
り
、
会
社
ま
で

の
道
が
寸
断
、
仮
復
旧
ま
で
７
ヵ
月
間
、
本
社
ま
で

車
の
乗
り
入
れ
が
で
き
な
い
な
ど
あ
り
ま
し
た
が
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
書
）
の
機
能
が
発
揮
さ
れ

た
出
来
事
で
あ
り
、
こ
の
経
験
を
広
報
活
動
に
い
か

し
て
い
き
た
い
と
お
も
い
ま
す
。
ま
た
、
組
合
員
の

皆
様
か
ら
の
原
稿
も
受
け
付
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/000016133.html
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◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 
受講生募集案内 『合格のための受験対策講座』 

<青梅校 2020 年度開講講座〉 

◎１級土木施工管理技士実地コース  毎週 月・水 

講義日程 ７月中旬～１０月下旬  18：40～ 

◎給水装置工事主任技術者講座    毎週 火・木 

講義日程 ７月下旬～１０月中旬 18：40～ 

◎２級土木施工管理技士（学科・実地）コース 毎週 火・木 

講義日程 ６月下旬～１０月中旬 18：30～ 

◎宅地建物取引主任者本科コース   毎週 水 

講義日程 ３月中旬～１０月中旬 

◎２級建築施工管理技士（学科・実地）コース 毎週 火・木 

講義日程 ８月中旬～１１月上旬 

西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」として青梅校を

開講（１１年目）致します。 

会員企業の皆様からの受講問合せ（受講申込）等の連絡を  

お待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。 

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先 青梅認定校（西建協）：石川 0428-22-6245   

    日建立川校 担当  ：澤田 080-9349-3870 
 

 

 ◇ あ と が き ◇ 

梅雨明けも間近にきております。今年の梅雨は、九州地方

等、各地にて豪雨災害が発生しております。西多摩地域も昨

年の台風被害の記憶が新しいところです。今夏も、台風、猛

暑が予想されます。皆様体調管理等に留意して業務に励みま

しょう。 

また、新型コロナウイルス感染者が再び、増えてきており

ますので感染拡大防止ガイドライン等参考に、感染予防に努

めましょう。                

～広報委員会～ 

 

 ６ 月 事 業 報 告  

９日 広報委員会 ３１１号編集発行 

１２日 建災防 西多摩分会 令和２年度 定期総会 

    （規模縮小）１６時 会場 建設会館 ３階会議室 

     全国安全週間説明会 中止 

１６日 理事会 

１８日 令和２年度 三多摩建設業連合会総会 於 立川      

  ７ 月 事 業 計 画  

 

１０日 事業委員会 

１３日 広報委員会 ３１２号編集発行 

１６日 西建協 若手経営者の会 役員会 

２０日 総務委員会 

２１日 理事会 

就任のご挨拶 

 西建協・若手経営者の会 代表幹事 田村 聖 

 

この度、西建協・若手経営者の会第二十七回定期総会にお

きまして、ご推挙頂き代表幹事を仰せつかりました、㈱田村

工務店、田村聖でございます。 

代表幹事という大役に身の引き締まる思いです。若手の会

の更なる発展に向けて誠心誠意努めてまいりますので、皆様

どうぞ宜しくお願い致します。 

 西多摩地域では、山岳区域や河川区域が多く存在します。

昨今、記録的な大雨による、広範囲にわたる自然災害に見舞

われ迅速な復旧作業が必要とされています。それには、地元

のことを知りつくしている地元建設業者の協力が不可欠とな

っております。各区域の管轄機関と連携を取り、早急に復旧

作業を進めて行くなか、業者同志の情報交換、技術的支援が

必要と考えております。 

 新型コロナウイルス感染症パンデミックや、人手不足など、

様々な困難・問題点があるなか、西多摩地域の安全安心に貢

献してきた業界の諸先輩に学びながら、ⅠＣＴやＡⅠの先進

的な技術を積極的に取り入れ、生産性向上をめざし、若手ら

しく元気に邁進して行きたいと思っております。  

 二年間の任期中至らない点も多々あるかとは思いますが、

皆様方のご指導、ご鞭撻の程宜しくお願い致します。 

 

 

～コロナウイルス感染防止対策 

台風・集中豪雨対策をしましょう。～ 

https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/ 

就任のご挨拶 

 西多摩建設業協同組合 事業委員長  戸髙  弘喜 

この度、事業委員会の委員長を仰せつかりました、戸髙建設

株式会社の戸髙と申します。 

 またコロナウイルスの影響を受けた方々に対し、心よりお見

舞い申し上げます。 

 事業委員会は、経営講習会や会員親睦事業、地域貢献事業な

ど各種事業の企画運営、新規事業への取り組みなど、多岐にわ

たるもの取組を行っております。現在はスピードと情報の確保

が重要だと考えており、今日の建設業においても日増しにスピ

ードが速くなっておりましたが、この度のコロナウイルスによ

り、世の中の潮目が完全に変わりました。 

 今年は国家プロジェクトであった東京オリンピック・パラリ

ンピックが来年に延期になり、コロナウイルスの第二波・第三

波によっては、経済的にも相当なダメージを受け、改めて先行

きの不安が増してくると予想されます。 

 この事に対し、経営者講習会を含め組合員や賛助会員に、必

要な情報を習得して頂き、今後の対策をしっかり立ててほしい

と考えております。 

 また以前と同様に、東京都西多摩建設事務所様、青梅・福生

市・五日市の各警察署様、東日本建設業保証株式会社様と連携

を密に持ち、地元西多摩地区に貢献できる様、日々精進してま

いる所存でございます。 

 最後になりますが、今期の事業委員会は８名で運営していき

ますので、今後ともよろしくお願い申し上げます。 

 

 

https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/

